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　マルクスみ青年鋳銭紅執筆された議文（いわゆる無難論文〉の中での貨幣掘握紅は，主として二

つの観点があった。第一は，当慰する商品交換の霞難（アダム・スミス）から貨瞥の発生をとくと

いう考え方を欝除し，商品の交換極値一→貨瞥一交換という商品の内鍵な鮭会酌性質の系譜に立

興して貨鶴の形成をとくという観点であったσ近代資本主義数会の内蕊においては、貨幣は一般的・

鮭会的な性格をもつものとしてのみあらわれてくるが，この絶鮮的な交換能力をもつという貨幣の

特殊な地位は，すべての聴贔紅共選な一般的な人聞労懲の鰐象化されたもの撒変換極値の外化した

ものにほかならない。だから，商贔の交換縮縫の系譜の上で貨幣の形成の論礫を菖羅一貫して展露

するという方法がとられていた。

　第二の観点は錬外誰の立場であった。貨幣はア人聞の労欝の産鞠であるがシ人聞から錬外された

存在である。さらに，この藪外された在在である貨警をつくりだすことによって，入溝は実践的に

蕎翳し，藤外された鰐象をますます絋大する◎たとえば，　「ユダヤ人問題紅よせて」の終りの蕊分

で次のようにのべている。

　　　「貨瞥はあら摩るものの一般的な，自立的なものとして欝成された無縫である。……

　　貨鶴は，人間の労触と存産と潜入聞から錬外されたものであって，この藻外されたものが人間

　　を支醒し，人聞はこれを耗拝する」欝（M麗x一翫g¢is駒惣．撮．｛，S．3捲〉。

　前半のパラグラフでは，経済的基礎範疇としての麺鶴の窪立によって，貨幣が形成されるという

饒点を示しており，これに鰐して後半のパラグラフでは，蝶外の裡点から貨警が取むあげられてい

る。樗簸の譲文にお渡る貨幣認識には，二つの観点のうち，後者の立場が強くあらわれている。貨

難蕃人鷺解敏の問題意識の中で講じられているからである。これに薄して，　郵経済学翫串縫や郵資
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本読毒では，諸藤品の変換縫係の中で現象してくる癒値性格が貨幣認識の基本線とされ，藤外は

「商品の物神的性格とその秘密」として，藤愚論の性格幾定あるいは貨幣や資奉の特殊歴史的な牲

権規定の地位しかあたえられていない。藤贔鰻蓮は，窮極紅おいては，貨幣の本震，形態及びその

流通における諸事象を支醒するのであって，このような秩序の中で，貨幣の独懲的で歴史的な形態

が説瞬される。交換極値という考え方がなければ，貨幣の本質や形態や性格紅麗する理論的な洞察

は簿もでぎない。マルクスは，薩晶の麺格や貨鶴に先行させて嚢贔極値の内容と性賂をおぎ，藩贔

交換の必然的な結贔として貨幣を議くのである。このように，1薮外の視点から交換緬薩の観点にた

つ貨整論の視点へ次ぎく転換をとげた契機は醤であろうか。その最大の要裟の一つとして，　置経済

学翫轡要綱遜をあげることができる。そこで，　ζ経済学鏡舞要綱遜の中で，マルクス貨鶴講の内的

諸関連の論理がいかに形成されてぎたかが問題となる。本稿では，マルクス貨幣譲の意義を，羅経

済学撰1綴要綱選を中心として，その形絞史の霞からとりあげたいQ

酵鰹済学灘腰翻心饒繊鋭幽蕉勲爵幽P薦麺纏δ鰍θ競一明1繰ページはGr．D．§3，
麗．7§と略諾してある解，○．盤というのは勝磁zV8r董a琶艶至重塗室鯵§3のページ数であり，蟹．79というのは

擁㈱癒蜘．撫繍駒組g57／8，葺／童・i，E／レ2撫㍗盤鱗磁灘厩郷9朧（醗GA〉，號tz

Ver茎ag幾で董魏ig？6，ig綴のペーシ数であるむ

　　獲本職一棚飾羅，K麟轟齢餓観纏σ纏㈱∫ε一の毒鵜ページの捲趨ま，K．灘，s．欝

　駿2額というように略謁してある。はじめ紅あげた原点のページは，雄．猛．L．L簸stl撫t糠で，第二次盤罫

大戦後ディーツ被が後鶏した騒のページ数である。角抵彊4〉率の旛示は，伽一飯9誂物麹，勝εtzV磁鑓

Ber甑，i留2，雛．25のページ数であるむ

　　購余籍纏学讃史壽一翫傭醗誌齢4齪醸9纏観一の弓霧ページの捲示嫁，蟹w、蟹，S．違83と略鑓
　し，おなむく蓼経済学撹縄毒一Z欝κ癬鋭感群Po醗魏㎞δ勧解癒ε一の欝欝ページのそれは，Kダ．麗．

捻，S．猛§と嶽題してある藻，慈記著作集簗26巻第3分羅，および第i3巻の雛典ページ数である。重た「ユ

　ダや人縫題紅よ慧て」等も瞬様である。

　邦譲については，　『資本論遜は，主に長谷雛文雄訳，青木書籍蔽，資本論麟談委員会談，新舞本盗簸種を

驚いた。　『羅余麺纏学説変遷と雷経済学繊享難はマルクス・エンゲルス全集藪（大月書籍〉を畢い，『経済

学幾需要縷遜は，轟本章二次監訳，大欝書窓籔によった。しかし必ずしも訳文遷鯵ではないゆ

王　闘籠の辮盛

　蓼経済学畿宰彗要綱選の貨繋の章は，アルフレッド・ダ縫モソ（A麺re｛墨参a擁獄。簸〉の著書密銀行

の改革1について邊　（パ鯵，落56年）の糞講をもってはじ豪っている。ダ琴モンは，割引に承された

手形の量盤有緬証券の懸緒とその変動は，流通に必要な貨幣量をあらわしているとすることによっ

て，　「儀罵の必要と貨幣の必要」とを意識釣に同一観し，そして「銀行の金羅準備で表わされるそ

の金属麹基礎と有癒証券で表わされる流通需要とが鰐立すること」を示そうとしたのであった。

　銀行の割群された手形の量やその変動は，儀矯に鰐する需要を表しているのであって，流通して

いる貨瞥量とはまったく異なる2〉。銀行券の流通量は，藤品流通によって幾定され，金属準欝量

の増藏とは灘｛系をもたない3）、銀行券の流通量を銀行は統懸でぎない嚇。ダ婆モソのいう有極証

券の増簾が金属準備の減少よりも少ないということは，手形割弓1によって発行された銀行券は預金
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されるということによって套易に説窮されうる。重た金属準鯖の減少と有緬証券のよ鯵わずかな減

少力華碁時におこったのは，銀行からめ預金の引離し，または金党換のために銀行券が銀行にもちこ

まれたので，銀行§身の割引がそれだけ舗綴を受けたからである。銀行が録有する有極証券の纒格

を示す数字は，けっして流通手段量を示すのではないのであって，艦罵にたいする需要め大ぎさの

撮要にすぎず，講者が縄じ大ぎさとしてあらわれることはめつたにないので島る。

　ダ夢モソがこのような主張を行ったのは，次のような考え方に立っていたからである。すなわち，

恐慌は銀行券の金への兌換姓の停まからおこった。どの蕎贔も貨瞥にまで高め，貨繋特有の性質を

付与するか，あるいは，貨整を海品の地縫にまで弓1ぎ下げるべぎであって，そうすれば，金銀に兌

換罵能な銀行券に特有な性趨はなくなり，その弊害としての恐簾はなくなると結譲づけた。けっぎょ

く，労欝貨繋譲に立離して，ダ蓼モソは貨幣酸革譲を主張したのである。

　ダ婆モソの著書露銀行敬革について墨に関して，マルクスは，i857年i月欝欝付エンゲルス宛の

手紙の中でヂプルードソの弟子の新著が撲の手もとにある。……患いつきは古くさも・。金銀の貨幣

資格の舞奪とか，すべての商品が金銀と同じ資格の交換手段になるとかいうのだ」　（We癒e，Bδ．29，

S．93〉と書いているσ

　ダ夢モソにしてみれば，18葬年の恐慌が発生した時に，いたく経験したように，取引業者搭貨幣

や銀行券を求めて銀行に殺到している鋳に，銀行は手形割引や貸握を簗否し，貨難衰体に異様な特

権を与えている。金銀や銀行券に特権を与えることをやめ，人々が現実に労臠したことを証窮した

労麟貨警を発行すれぱ，恐慌がなくなるはずだ。このようなブルードソの流れをくむダ蓼モソの問

題鍵趨嚢体は匿哲学の貧照嚢ですでに講醸した古くさい思想を纒蔑したものであるがシ新たに解答

を与えなければならなかった。それは，金属貨幣，鑑驚貨幣に代って労鱒貨幣を発聡したところで，

多様な文瞬化された貨幣の形態があっても，商贔の生産と交換鰹震が存在するかぎり，必然艶に貨

幣が発生しなければならないのはなぜか，という機本的な問題が残されていたからであったGすな

わち，蕗贔生産が行われ，交換懸纏解生産物の歓会的形態として存在し，そのかぎりにおいて貨幣

が形絞されるのだから，貨幣の形態を変更することによっては，商品と鍾ぶ貨繋の存1在から生じる

矛履や老昆誰凄まなくならないということである。ブノレジ垂ア的な嚢寡贔生産が必然的に貨幣を盤三み饑し

たのであって，歴史的に特殊な経済麟度を前提として貨幣の廃棄を主張することはでぎない。

　　　「ブルジ避ア的な交換鱗度そのものが一つの特有な交換驚異を必要とするのではないか，そ

　　の譲1簑がすべての鱗纏にたいする一つの特溺の等細物を必然釣につくむ虚すのではないか？」

　　（Gぎ．D．蕪，醗．6葬。「貨幣のいろいろな文瞬化された形態　　金属貨瞥は…一どのような

　　形態も，依然として貨繋の形態であるかぎり，そして貨幣が依然として本質的な生産麗係であ

　　るかぎりでは，貨幣の襲孫に霞有の矛贋を生揚でぎるわけではなく，ただあれやこれやの形態

　　で代表するにすぎない」　（G監．D．唾2～3，M．58〉。

　　　「開題は一般釣にこう替えよう。流通馬具一流通経織の変化によって，璽存の生産襲係と

　　それに類癒する分醍関係とを変藁することがでぎるのか」　（G凱D．鎗，M．57〉。

　交換魎薩が商贔と重んで窪立化したものが貨幣であるから，交換極値・貨幣を麟撰したうえで，

労織鋳間紙券銀行や諸懸人によって生産全体を焼麟することはでぎない。歴史的に特殊な生産や分

醍縫係の基礎土で，労欝生産轍鏑贔形態をとり，変換麺獅噛立化5尾て必然的に貨幣を形成
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するからである。たとえ，貨瞥の形態を金銀や銀行券から労欝時間紙券にとりかえても，貨瞥を必

然的に形成しなければならない根庫的問題は何一つ解淡されていない。

　ダ夢モソの擾起した開題は，銀行券の金への兌換の停止から恐鐡がおこるという賜題よ鯵もむし

ろ，貨幣の形成の必然性をどのように掘握するか，貨幣の本質と諸形慧との縫係をいかに，運解する

か，をめぐる一般的羅き題であった。ダ婆モソの恐勝論はいかに．誤玲であるか，恐髄が貨幣運動を遜

じてあらわれるのはなぜか嚇に解筈を与えると瞬時に，ダ夢モンの提起した開題を精密に欝究す

ることによって，貨幣諸麗係の一定の諸蔑定の必然性を証隣し，その事実をでぎるだけ完全に確認

しようとしているのである。

2〉銀行の操有している有簸謳券の残轟綜，貨繋残蕩を激すので億なく，鑛簿のうえ歓喜産する貨整請求権の

残轟を表示するのであって，霧一貨鶴舞は預金され，貸付けられることによって，多くの貨幣量を生み鍵す

　のではなく，ただ多くの駿務請求権・貨整請求権に転銘するにすぎない。漉遜手段に離する需要と露矯め必

要とは，一致するものではないということ嫁，流通手段として篤いられる貨鶴量を規定する要饗と貸静資‡

　の運嚢を縫達する要羅との穰違紅ねざす。藏考の場合にはナ流達手段としての貨幣の機能上の翼題であって，

　w－G－wという薩贔漉遜のばあいには，一儀の貨幣片は二つ砂嚢贔鱈賂を，つ窪む篠贔め藪売と嚢贔の鷺

　買と紅．おける購贔髄鐵を実現することになる。もしかり紅霞至愚麺繕が董｛》男F霧であるなら韓1，藪売と購買とい

　う二度の形懸変換紅よって，2§万霧の嚢最麺諮解憩万謬の貨瞥で実現されたことになる。もし，貨繋の流通

　速度に変髭がないならば，取顎撰品懸橿の大きさによって，流遜手段として4〉貨幣鐘鋳蔑定されることは聡

　らかである。これに鰐して，畢形灘撰によ鯵，または有嚢謳券などを挺銀にして発行される銀鴛券は，溝期

　にきた手形の支払と預金とにようて鍛弩紅還流する。串央銀行は，講中銀行を通じてBに駕してA宛の手形

　を離携くことによって，銀鷲券を貸舞ける，Bはこの銀行券でCに講鰻にきた手形を支払い，Cは毒率銀行

　を遜じて中央鐵宥に頭金すれば，Cの預金によって銀行券嫁流通を繋了して牢央銀行に還議するが，塗央鍛

　費の欝に難ずる貸替は手形硲満難饗まで残る。講じように今震は，Cは有籐謹券を撰録にして串央銀霧から

　貴種融られた銀答券を簸に支塾い芋Bは隻払われた銀行券で中央銀各に韓して溝難にきた手形の支払を得な

　えば，Cに貸替けられた銀鴛券は，Rの溝類手形の支払によって，中央銀行に還漉するゆこのばあいにも鐸

繊に，銀貨券の流通量は増撫しないの紅，Cに離する中央銀貨の貸酵並存簸護券量は増える。銀髯の鍵で鱈

　矯欝要を灘たすことぶ，かならずしも銀行券の流通を増熊させるとはかぎらないのである。

3）中央銀貨の乎もとにある有懸証券量と漉遜貨幣量とは一致しないことについては，すで畿フラトーソ蕃

　婁還貨譲薩　（霧蔽建艦年〉の率で述べている。　「……イングランド銀宥の季にある有籔蓬券の量は，その銀

　蕎券の澱通轟と講じ方陶に麟くよ鯵も疲薄の方向に塾くことの方が多いのであ吟……」　（猟玉葱齢鑓，σ難∫舵

露雁擬忽擁曜ε聯麗魏，2磁．e6．，P．蟹，翼ewYo撫，玉蝿9．天幸駿三讃懸賞講岩波文難，i§壌年，

　捻7ページ）ぴ　「貸盤資本にたいする需要と逡藻流通手段にたいする需要とはまったくち潜うものであって，

　いっしょにあらわれることはめつたにない盛轡．82．邦訳簸§ページ）。

畦）銀行券の流通韓：羨墾議流通善こ起羨して澱i通するα銀行券の運動をひきおこすの隷，藤贔流通衰体である。

　「現実に漉通する貨瞥の量は……諸燕贔の麺務と談藪群の量とによって漢定される…一⑰講じ法羅は銀蕎券

　流通においても支匿する」　（K1雛，S．誌7鯵3鑓）αした解って，車央銀行の十分な金羅準欝というのは，

　銀行券の金との講一性を羅録し，金鷺絶するものとして，銀鴛券を流通さ量る保護条件をなすにすぎないの

　であって，けっして銀行券を流通させる籔擁とはならない⇔一躍乾霧ける貨警の流通量と金の現実臨書産量

　とは全くち購う凝念であ辱，橿互に異なる意義をもつ。銀行券の漉過量を金羅撃鑛量罵現実露な金の存産量

　の増澱と人為雛に結びつけようとした鰺襲年のピール銀各条擁渉銀行券流通の無逡解から矢数に終ったこと

　は掌　『資本論著第3巻第33章及び第鍛章において詳述されている⇔

5〉貨驚は交操の不優をなくすために人糞ぶ人為醗に，重たは羅家権力によって鍵遷したという説ぶあるが，

　そうではなく撃交換の内記から，交換の発展につれ享交換を通じて形成されてきたのである。貨整は盛藏す

　る交換の羅難を解窮する羅酌のために発生したもので隷なく，交換行為の結集として登場するものであって，
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下平羅：マルクス貨幣譲の形成

交換行為に髭立ち，潜勢離にその発艦の蔭芽潜含重れているのであった。

　　「麟家渉協定によって発隻するのでき‡ないのと鐸雛に，貨幣も協定によって発生する砂ではない。貨幣は，

　交換から（綴s蝕雛A鵬t離s鎗，変換めなかで（融A鵬絵琶戯），露蒸発猛艶に発症し，交換の産麹で

　ある」　（G罫．蔓｝、き3，M．97〉o

　　このようにマルクスは軒鰹纏の規定から鐡発して，蕎贔生産が発達し，蔑贔交換潜発農するととも鑑ン魎

謹の規定潜露避を主張する諸嚢難｛系潜発展し∫貨馨塀形成される，と論じる4〉である。

の金銀の党換唖騰善徳儀の発生灘無毒るとする蝉モソの主張に無して，マルクスは，騰§年，i群恐

臓は党換停廷丁で発生したこと（Gr．P．妬，M．磁），莞換甕体1‡農務請求権紅すぎず，貨幣の形態であっ

　て，莞換華展麗されたからといって恐髄を隆盛しえなかった事実をあげて瑛証しているし声量た金流雛耳

　薪金減少」潜思縫の漂雛だとする蕊縫に薄して絃，　「穀麹不是に凍聾する恐縫は，地金の漉鐵に薄養して設

　けら義る隣ま手段によってかえって増強されるとは疑え，げっして〔地金3瀧緯から盤1じたのではない」

　（GL　D．磐，麺、磁〉o　「金藏譲ぶ穀麹恐織の漂襲ではなくて，穀麹恐焼ぶ金の輸繊の漂馨である」　（Gr、

P．鱒，腿．65〉ことを事実紅よ静謐諾している。それだけでなく，綾象黒非‡質雑なものの現象む球質であ

　るとダ蓼モソ解控握も菰ければならなかったのはなぜか。この麗麗を，懇親が貨懲悪驚として登場してこな

ければならない璽籠性の題題としてマルクスは3つの段購紅薮磯しなぶら論じている。

　第一に．，慈贔解二重に存産しているという挙纏な事実一藤鑛と貨幣という独立の喜在形態をとることに

　よって，恐擬の薪能姓i解登生する。慈贔病体の交換翼龍姓解貨馨の形態をとるならば，藷贔と貨幣とはたえ

　ず嚢接同一性の縫係を維持でぎるかどうか，弱者ぶつねに交換可能であるかどうかは，外的条件とむすびつ

　き，舛難事雛にゆだねられる。そこで外麹事嫡の内的矛羅が累積するならば，それは商品と貨繋と解交換で

　きない条件を，貨難解商品とならぶ外縛な麹として春窪する。緩矛綾した諸麗懸が発展もうるG商品と貨繋

　という独立した姿をとること紅よって，恐鐵iの璽能雛を本質麹に含むこととなる（V麟．Gr．董〉、65～6，厳、

8i～2〉¢

　第2に，さらに，交換簸髄潜蕗贔と貨繋とに分饗するのと講繊に，交換有為も籔売と購買に分かれる。こ

　の二つの行為諺：，空聞魏紅も，暴毒羅塾1鋳こも分譲され，無1饗｛系な；存：譲三形態をと善うる（Gダ．£｝．艇…，垂涯．82〉。

　また匿資本講邊第董巻第3輩第2籔流選手段紅おいても，　ヂ嚢宣して互いに癬薄している諸過程ぶ一つの肉

朗な統一をなしているということは，と勢もなおさず，これらの遍程砂海艶な統一渉齢鯵な諸藩宣戦おいて

運麟するということを意殊する」　（K．茎，S．至建巨27）〉。こうして外的な衰亡牝漢詩定の点まで進行す

　ると，統…摂一つの恐競を通して暴力的に嚢巳を主張するむ藪発と購買という発展した運動形態は，恐犠の

　再髭性を含むのである。

　第3に，さら垂こ生産f蓋と海人という新しい漢1係熱登場すると，変換のための交換が登場する。嚢人と藍玉産

巻，轟入と溝費煮とは，績馬糧互に難褻｝しあわなければならぬとはいえ，全く異った法雛と嚢機とによって

規定されてお弓テ穰互砂あいだで，最大の矛懸においることぶおこ鯵うる註すでにこの分離のうちに癒業恐

犠の可能盤がある（Gr．P．67歩殖．83〉。　ヂ籔売と購買との分離綜す蕎品達産嚢と商暴漢費煮とのあいだの

最終醜交操が行われる衰え紅，本来の商業とともに多くの空取灘潜舞われることを薄髭紅する。……ブルジ璽

　ア的労鱗の諸矛舞め発展の驚能性ぶ与えられていることを意捺する」　（Z蟹K盛盤．き灘．欝．S、79）。　匿…

　・薩撮の本性から生じるW－GとG－Wとの分離は鍵にしても薮空な難要解麟造される」　（K、醗ンS、3総

　〔雛6〕〉，　誓透伏縫緩罵麟幾のもとでは，篠入資牽は，詮会の総貨盤資本の一大離分を藝露にしておむン

　したがって，すでに買ったものを洩建麟に売るまえに軒警邑の鷺入を反復すること漢できる盛　（K．璽がS．335

　〔3i6〕〉。

　　なお盤産毛と溝費者とのあいだの交換の分離ぶ趨業恐簾の簸能性を會むという捲摘については，　ζ褻余簸

魑学説史遜　（Mw．登，SS．碧6～7，S．5M）および罫経済学鏡鞍要纏壽　（GL　P．i捻，麗．i27〉等紅おいて

韓護も誰遠されているαこのように，藤贔と貨繋と硲麗孫を逸じてナ重たこの二つの雛孫の中で恐競が発生

するということを丁ダ蓼モソは擁最と貨整との縫係から恐騰が発生すると解したのである。恐艦iの発生遜程

を恐騰の基本釣な綴鑓と見誤ったタ夢モソの鮭置をマルクスは鴫確した。さらにいっそう根本麹に重要なこ

　とは，こめ鍵戦を通εて，第一の綬鶏におレては貨幣の基本麹な鍍格巻，第2のそれにおいては流通手段の，

第3においては支払手段の種本雑な掘握の講運を瞬らかにしたということである。ダ華モソの饗起した思議

　の発生藻銭を幾耀しつつ，実はマルクスは貨幣の傘質と諸形態の機念欝掘握の糸韓としためである。
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嚢　貨幣形議の基本挽角

　置経済学鏡舞要綱選のなかでマルクスが力説した貨瞥形成の基本視角は，　「生産梅の交換緬纏が

生産物とならぶ貨幣を生みだす」　（G罫、D．83，鎚．98〉ということであった。商品の交換緬獲一→

貨鶴という視角熱貨幣掘握の基本であ吟，鍵であった。　ジ交換藩値が貨幣を生みだす」ということ

が貨幣認識の要石であることは次の章句によく示されている。

　　　「生産物の交換緬簸のかたちでの燭定は，交換癒纏が生産紡からぎりはなされ，解数された

　　一つの存在を受けとることを必然的にともなってくる。諸毒贔それ露体から解放され，みずか

　　ら　　藤品として諸蕎贔とならんで存在する交換侮醸は一貨幣である。交換癒纏としての商

　　贔すべての諸性質は商品とは異なった一つの薄象として，商贔の必然麟な存在形態から解放さ

　　れた一つの被会的な存在形態として，貨瞥において現われる……生産鞠の変換麺鍵隷，生産物

　　と蓋んで貨幣を生みだす」　（Gr．D．63～唾，M．78～8麟α

　　　ゼ生産笏は商品になる。商品は交換癒鎧になる。産品の交換極値は，蕎品とならぶ特殊的な

　　存在を受けとる……そういう形態にある晦贔潜貨幣としての蕎贔である」　（Gゼ．D．82，欝．97）。

　　　「商贔が一般的な交換髄値になるということから，交換極値が一つの特殊な商品紅なるとい

　　うことぶおこってくる。……蕎贔の貨瞥性質に鰐して一つの蒋殊的蕎贔が貨幣主体としてあら

　　われるということは一交換緬纏それ嚢体の本質から鐵てくることである」　（Gr．D．84，蟻．

　　98〉。

　交換緬鐘から貨幣の形藪：をとくということは，次のような方法が蔚挺されることとなった。1麟嚢

贔の生産のみが蔚提され，薩品変換という外的諸条稗が捨象されたこと，（2／貨幣のさまざまな諸形

態が捨象され，貨幣一般として論じられたこと，（31等懸物となる貨幣材料の密然的性質も二次的な

ものとしてとりあっかわれたこと，である。

　貨幣の諸形態や外皮を接象し，その形態の基礎にある内容をつかみ慮し，その内容を嚢現する特

殊的形態を一般化する方法了〉がとられた。つまり，繭贔が，それの交換懸纏を被会的に妥当な形

態として，その露然形態とは疑の生産物において表現しなければならない。廃品の交換緬魑から貨

幣形成をとくということは，晦晶から独立した麗係，たとえば，当悪する交換の霞難といった外的

事構からではなく，商品甕捧の内的性質の外化からとくことになる。したがって，当慰する交換の

靉靆，霞家政策，銀行の介入という事情は，貨幣形成の理譲の中では捨象されたのである。

　つぎに，貨幣に．はさまざ豪な形態がある。貴金属貨幣，紙幣，艦尾貨響茎，労鱒貨幣1等々は，生産

力の発展，商取引の事欝によって幾定されている。瞬じ人々の濁で，くりかえし取引が宥われるな

らば，手形という倭稽貨幣1が流通することになる。貨幣というのは，現実には，いずれかの形態を

とっているが，このような具体的な諸形態も捨象された。

　さらにまた，貨警それ§体の素材も捨象された。商品流通の一定の発展段繕に照癒して一定の地

域内では，さまざまな種類，種々の形態の貨幣が一鰹的等緬の役割を演じてきた。商品交換の低い

段贈では，麹の諸商贔と交換で引きわたす場合に，よろこんで交換で受けとられるであろう臨贔，

綴えば，塩，毛皮，家畜，妖隷など最も重要な蜜の構成要素をなす商品　　一般的硬欝癒魑をもつ

商品一解貨幣として篤いられた。臨贔交換の範醗が拡大し，蕩贔取引量が増撫し，取引される商
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品種類が多様化すると声それにつれ，貨幣蕎晶も変化し，発展してぎた。蕎贔流通のより高い段欝

では蕎晶緬纏の一般的等衝紅立つ商品は貴金属のうえ紅移っていった。それは，商品流通の性総

　　蝶介的，瞬過的な性格によるものであった。

　そこで…毅的硬i縮緬魑をもつ薩贔も，貴金属それ嚢体も素材的な意義を接象し，貨幣を一般的縫

会的形態として絶握するという方法をマルクスはとったのである。したがって，いかなる商贔種類

が貨幣の地位を占めたかという目録を講みあげる方法を俗流的方法としてし吟ぞけている（K護，

S．63〔723）。蕎最流通の一定の発展段繕において，藏贔流通の地域的鰯約のもとで，一定の馨

習と籍びつぎながら種々の商贔が廃品貨幣としての地覆を占めてぎたが，それがいかなる蕎贔種類

であろうとも，これらの晦贔貨幣の素材形懇が蓑ず捨象され，貨幣こそは一般的な等麺勃にほかな

らないことをマルクスは看取したのである。この蕎贔貨難の素材を捨象することに．よってはじあて，

貨幣は蕎品の交換緬髄の一般的な形態であることが纏粋蓬論的に掘握される。マルクスはζ資本論遜

第一巻第一章第三簸「懸麺形態または変換極値」の結びの認分で次のようにのべている。

　　　紅貨幣形態の綴念釣堀握における露難は，ただ一般的等緬形態を，つま鯵一般的細謹形態一

　　般を，形態蟹を蓑笠握するこ1とだけである」　（K．玉，S．76〔85〕〉．またζ資本論遍初無憂の｛寸

　　録も興じように，　「貨幣形態の鬱念的楚握における露難は……一般的癒纏形態一般……を捲握

　　することだけである」　（SS．783～のという章句で躍じている。

　さ蓑ざ蓑な貨幣形態から一般的緬麺形態を分離し，抽象するということは，マルクス貨幣譲の次

ぎな特色勝の一つであむ，またマルクスが複雑で舞、体的な問題を分摂する場合の一般的な方法で

あるが，　郵経済学翫輝要綱毒においては，貨幣を変換という事梼，具体的な諸形態や素材からでは

なく，藤贔の変換懸麺の醇化から展饑しようとしたことは漉馨されるべぎである。

7〉貨難の諸形態鞭ついてマルクスは次のように述べている。

　　「貨繋，すなわちすべての灘贔藩交換緬鐙として転化していく共通のi形態，つま参一般麟な蕎最綜，それ

窪体飽の譲商贔とならぶ一つの縛殊な商贔として存蔑しなければなら継・．そ編譲，すべての商齢疑だ頭

の串だけで貨幣を尺度として灘られるばかりでなく，現実の交換で貨繋と交換され，それと憐ぎ換えられね

ばならないからである。……貨轄として役立つであろう醸贔は……第一紅窟を代表し，もっとも一般的な需

要と供給とのi簿象であむシ特殊醜な痩羅極縫をもっている，そういった晦贔である。塩，毛皮，家奮季敷隷

　がそれであった。　〔第二に〕発展がすすむにつれて，ちょうどこの反頬のことが趨ってくるであろう。すな

わち溝費の薩接鰐象とか，または生産の馬具とかであることの最も少ない商品が，蓑さしく，交換そのもの

の必要紅役立つという綴藏をもっともよく代表するようになるであろう。第一の場合には，藏贔綜その特殊

　な髄矯癒蓮のゆえに貨幣になる，第二の場合きこは，商品緯，それは貨幣とし役立つということから，その特

殊な鍵羅徳魑を受けとる」（Gr，　〉、82～83，M．97～8）。

8）われわれ嫁慈贔錘終の喪章をもってお鯵，人々の交換意志は，それによって幾慧されるぶ，この貨幣によっ

　て表現される蔑贔懸路をそグ）一般醜基体紅分離した。この貨懲形態こそ一般醜麺纏形態に罐かならず，人々

　を幻惑させる貨轄こそ一般釣縫会雑な等緬形態に澹かならないことをみい議し，一般的纒績形態の絞立の論

　誰によって，貨幣形懸の本質を解窮するという方法ぶとられた。

　　このような方法は『資本論塞の率でしばしば羅いられているものである。たとえば秘灘，舞子，地代とい

　う具体離形態をはぎとって，一般醜基棒として秘余麺鐙機念を撞象し，豪たさまざ叢な離羅における擦違な

　る具体麹な麗灘諸形態を麹象し，平均韓潤，舞濯一毅という護念を擁象するのと講じである。　ζ経済学髭舞

　要綱遜においては，貨幣という麹象から交換簸魑一般蓬擁象されている。　「貨繋の一つの形懸一貨幣が交

　換手段であるかぎむ一では，貨瞥の存在が縫会欝連縫の窃象化を養挺としていることは，経済学奏たちに
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は瞬らかである。……人々が欝餐を寄せている麹象とは，瞬らかに，諸人狢糧互のあいだの麗鎌潜勢象免さ

れたものとしての麹象，つ重り麹象乾された交換簸縫としての笏象である賦すぎず，そして変換緬麺とは，

諸人賂癒五経の生産醜活動の一つの麗連にすぎない」　（G監聾．78，M．93／0

　人々毒蟻常麹鵜経験する諸商贔の交換衝魑という藏贔懸魑を鐵発点としなければならない懲麹は繕か，貨

幣という独欝の形態が議宣すると，その貨幣だ酵で密立免し，生み¢〉幾である癌畏め変換纏縫と珍襲孫はい

んぺいされる。貨繋は蕎贔の交換癒簸の転乾したものであるのに，貨繋の存雀によって商贔め縫合姓が付与

されるようにみえ，藤贔流通の綻果として貨警が流通するのに貨幣が糠羨で蕪贔が流通するかのようにみえ

るσ臨贔の交換｛錘鎮から貨挙警力二形蔽1されるこ1との誌蓋のた』め畢こ1悉，嚢｝象麟な壁塗繕は禁ず接象されるこ1ととなっ

た。

蓬　貨幣の本質＝懸髄形態

　藩贔の交換極値から貨整をとくうえで重要なことは，変換嚢1値iの箋体は欝かという分断を行うこ

とだけでなく，もっと根本的には，その実体を藩提して，交換緬纏＝薄象化された労繰暗闘が一一毅

的・後会的に妥当な交換可能な形態をいかにとるかということである。　蓼経済学鏡鞍要綱磨におい

ては，交換緬纏跨実体は労簿暗闘であることはすでに麟礎されている。　「貨瞥の分量は，商品に麟

象化された労騰鋳潤によって焼定されている。ある窪まった労麟暗闘の現実化として商品は交換麺

値である。」　（Gr．滲．縫ア醗．9鱗。　「貨幣：は一般的鰐象鞠としての労轡蒔闘であり，または，一

般的な労鱒時懸の趨象化，一般的薩贔としての労縁鋳鷺である。だから，労鐵鋳問は交換懸籏を規

舗するものであるから，事実上その内在的な尺痩であるだけでなく，その実体そのものであり，

　・」　（Gr、£〉．85～6，蟹．iGO〉Φ

　マルクスにとって重要なことは，労欝欝閥としては穰互に瞬等で，等置可能であるにもかかわら

ず，璽象化された交換極値としての縫係9〉においては，労麟暗闘とは異なった貨幣という物象的

表現をとらねばならないということであった。マルクスはアダム・スミスを翫無して，薩贔を生産

する労騰鋳闘と貨警として意義をもつ対象化された労簿時鶏との関係が疑しく鰹解されていないと

いう。

　　　「アダム・スミスは述べている。労鱒（労鱒時縫／はすべて繭晶が購買される本瀬的な貨幣

　　である，と。生産行為を考察すれば，このことは依然として蓋しい（繕簸的癒麺の規定にかん

　　しても霧蟻である〉。どの講贔も，生産においてはつねに労欝鋳闘と交換されている。労簿時

　　購から薮驚された貨幣の必然性は，一定量の労欝欝闘が，その特殊的な生産物で表現されるべ

　　ぎでなくて，蝶介された一般的生産物で瞬心労欝欝闘の……飽のすべての生産物にたいしてひ

　　としく　かつ引換えのできるものとしての特殊な生産秘で表現されるべぎだということから生

　　じる」　（G罫．D．8塵～5，臓．99〉愚

　　　「アダム・スミスのばあいに1は，……特殊な労欝生産物（特殊な対象としての労欝嚢寺間／と

　　ならんで，労欝春はなお一般的な商品のある分量（一般的な鰐象としての労騰暗闘）をつくら

　　ねばならない。交換懸麺の規定が霰にとって外的にたがいにならんであらわれている。」　（Gr、

　　D．86，厳．玉総〉。

　スミスの貨幣掘握の不十分さは，労鱗考や農疑が後の生講の一謬を直接に後グ）生産物で支えてお

惨事労欝欝問ぶ蚕だナ分に分化していないという，生産のより懸い段贈に黙癒しているだけでなく，

一i3｛》一



下平羅＝マルクス貨難譲の形威

なにゆえに鷲象化された労騰時間ぶ貨警において現われるかという懸纏の形態の捲握を欠いていた

からである。「古典涯経済学の根奉射欠臨の一つは，それが商贔の，および殊に蕩贔懸値の，分析

からして，緬纏をまさに交換鱈纏となすところの懸絶の形態を見つけ鐵すことに威勢しなかったと

いうことである」　（K．亙，S．86．　縛鑓〉。

　算経済学幾覇要綱誰において，マルクスは癒薩形態をどのように控えているので磨ろうか。

　　　葬懸纏としては，商品は等緬勃である。等麟勅としては，嚢品のすべてめ密然的性質は商品

　　において溝美している。商品や飽の薩贔にたいして，もはや質的に特殊な縫係にあるのではな

　　く，飽のすべての商品の一般的尺農であり，……一般的変換手段でもある。纒魑としては，蕎

　　晶は貨轄である。しかし蕎晶が……髄纏として農巳から籔灘されているがゆえに，それ濾癒髄

　　としては生産物としての麹己から区震されている。魎魑としての臨贔の薦性は艶商贔の欝然的

　　存在とはちがった存在をとることができるし，またとらねばならない。……轟贔の緬纏はまrた，

　　轟轟と質釣に藝幾されうる存在をもたなければならない。しかも現実の変換では，こうした璽

　　分離性が現実の分離にならなければならない。なぜならば，諸薦晶の§然的な趨違性が．それ

　　らの経済的な等極性と矛癒せざるをえないからであ移，爾春は二重の存在を獲得し，鬱然的な

　　存在とならんで純粋に経済的な存崔を獲得することによってだけ，梅壷んで存在できるからで

　　ある」　（Gr．D．6｛），M．76）。

　　　「したがって遍程は鷺攣に次の逸むである。……嚢贔を衰己衰身に交換懸纏として等遷する

　　ためには，薩晶は，交換緬麺そのものとしての商品を代蓑している章繰とと弩かえられる○つ

　　いでこのように象籔化された交換癒簸として蕎贔は，ふたたび，一定の割合で麹のいずれの薩

　　贔とでも変換されうる。生産物が藏贔となり，繭贔が変換緬魑となることによって，生産物は

　　まず頭の中で二重の姦在を受けとる。こうした観念上の二重化は，晦贔が現実の交換で二重紅

　　あらわれる。つ蚕む一方では霞然的な生産物として，飽方では変換癒餐として現われる。海品

　　の交換極魑は，鞠質的に藏品から窃琴はなされた一つの存在を受けとる一…諸商品それ自体か

　　ら解敏され，みずから一篇贔として諸蕎贔とならんで存在する変換懸絶は一貨幣である。変

　　換癒値としての薦贔のすべての性質は，薩晶とは異った一つの薄象として，嚢贔の超然麟な形

　　態から解敏された一つの被会的な存在形態として，貨幣において現われる」　（Gダ．D．63，M．

　　79〉。

　人々は，爾贔そのものに客観醜に存在している商贔癬i魑という性質を質的に購一で，分量的に異

なるものとして計算し，記緩する。繭贔癒値の見積はある程度の習縷的翼定性と客観的に妥当なも

の，　「纏するもの」として飽の臨贔との関係においてあらわれてくる。たとえば二つの藤贔の幾係

においては，一一つの藏晶が飽方の穂贔に薄して「値するもの」，　「麺魑性格の捷い手、1として馨分

を顕にする。雛係の中で感性的に多様な諸蕎品とは購の第三者が登場する。根異なる諸労鱒生産物

が趨互に緬纏として穣等しいという関係を瞬示するならば，麗保する霞然形態とは区舞された旛麺

関係が，第三巻，　「絶するもの一1としてあらわれてくるσ）である。蕩贔察鉢の客観的な属性として

の緬纏を抽象によって穰互菰箆較するためには重岡じ呼称におぎかえねばならない。この呼魯が抽

象的な第三者であるが，この第三者は，　「題するもの」，　「交換における鮭会的な妥当力］，　葬懸

鱈あるもの葺にほかならず，現実的な姿において感性的となる。X藏贔A量がY蒔晶B量に鐘する
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ということによって，Y蕎贔B量はX蕎贔A量の「簸麺存在珪の具体化，それの癒鎧の現象形態と

なる。

　諸蕎品はその感性朗なる多様性をもつにもかかわらず，品質的に繕一な，分量的に異なる交換癒

纏を飽商品で見積るならば，その飽薦贔は交換癒纏としてのみ意義をもつこととなる。このような

見積吟・計算渉でぎることによって商贔は飽商贔といつでも交換可能な形態を受けることとなる。

懸纏としての見積鯵・計算がなければ，生産物は特殊な硬鱗簸魑をもつ一形態，農然形態のまま存

在しているのであって，鮭会的な形態をとることはでぎない。藏品薩値の見積りという象簸された

観念的な姿をとることにより，馨然的形態とは異なった歓会的形態を，懸鑓として交換可能な形態

を受けとるのである。

　嚢贔麺魑から貨幣を麗麗するマルクス貨幣論における最大〃）特徴は，縫係として捲握しているこ

とである。　「商品は，魑の一つの臨贔で表現され，したがって麗係として表現される綴りでのみ，

交換極値である」，　「交換麺魑として推定された生産物は，本質的にはもはや単純な生産物として

は措定されていない。……関係としとて推定されている。しかもこの関係鯨一般的であり，一晦贔

に薄するものではなく，あらゆる轟轟事ありとあらゆる生産物とのそれである。したがって生産物

は一般釣な襲孫をあらわしている」o　「一つのものと闘保することなしには，なにものも一つの関

係を表現できず，一般的なものと関係することなしには，一般的関係を表現でぎない」　（Gr．G．i欝，

蟻．i33～i3達）。

　生産物は，一般的労鱗，社会的労簿時間の一定分量の実愛という騰孫においては，すべての生産

物紅録する等癒物である。生産物は一般的灘係を蓑現している。繭品は変換に先1立って，この関係

を見覆りや評懸という観念的な姿において表現することがでぎる。このことは現実の変換によって，

海品の麺格が付与されないということを証隣する。藩最は癒絡の姿において，農黙約な姿と社会的

な姿とに二重化し，被会的な姿においていかなる薩贔とも交換可能であることをボす。このような

見積り，評癒により観念的な姿，一つの鮭会的な縫孫を表現しているからこそ，現実の交換紅おい

て，商品と貨整というように現実的な姿をとることとなる．したがって，交換において貨幣が規定

されるのではなく，騰贔の客観的な懸薩性格が交換の中で顕になるのである。

　それだけでなく，交換の中で商品と貨幣とに二重化する。騰贔生産においてすでに含まれている

鮭会薦係は交換漢十分な鉱がりと重要さとを獲得したときに，交換懸絶は貨幣という姿をとって登

場する。商品交換は，簸晶のうちにやどっている商贔の緬値性格を顕にする外的強麟法則なのであっ

て，　「教会的行為のみぶ，ある一定の商品を一般的な等簸たらしめる」　（K．亙．S、92〔欝葺〉。

現実の人々の海贔変換の中では，「貨警，すなわちいっさいの藤品が交換懸値としてそれに転化す

る共通の形態，一般的な海品は，それ霞身建の商贔と壷んで一つの特殊な繭品として存益しなけれ

ばならない。というのは，この藤贔絃ただ頭の中で貨幣で灘られるばかりでなく，現実の交換で貨

幣1と交換され，それと引き換えられねばならないからである」　（Gr．D．82，蟹．97）。　誓商品が一

般的な変換癒値になることから，交換極纏が一つの特殊な薦贔となるということが生じる。こうな

るのは，ただ特殊な蕎贔が勉のすべての商贔紅たいして，それらの変換編値を表わし，すなわち貨

墜になるという特権を受けとるからである。」　（Gr．董）．84，厳．95〉。

　繭最勝；蕎者は野後らの蕎品を一般的等懸物としての鶴らかの飽の商贔に鰐立的に連麗させてのみ，
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緬値として穰互に連関させる」　（K．至，S．92〔鎗簸〉のであるが，一般的等懸物は彼らの祇会的

行為＝交換遍程の中でのみ絞立し，現象してくるのであるが，歓会的行為＝交換過程藻生み鐡すの

ではない。変換過程は潜勢的にあるものを顕勢的託するのにすぎない。　「～般的等緬形態は，臨贔

交換の発展につれて，もっぱら，特殊醜商品種類紅こびりつく」　（K．至．S．鍵〔給3〕〉σこのよ

うに商品の交換緬魑の本性と交換の性綴とをマルクスは瞬解に区濁したうえで，爾考の関係をi論じ

たのである。この考え方は，匿経済学翫縄要綱雲においても謬経済学撹鵯蓋や資本譲においても変

らないのであるG

9／懸纏形態濾一つの反省規定だとマルクスは遽べている。たとえば，　匿資本譲選補蔽においては酔　薪上衣の

簿麺としての存在iは，いわば華ソネルの一つの狡！欝鍵定R2｛le擬。難曲es娠離礁iR9に謄かならない」　（K．ist．

A級数．S．22．）　ヂ貨幣形態綜，すべての晦贔の饗孫が一晦贔に庚省裟e｛至exして羅足したもめにすぎない」

S、5透，　「蠹毒賂嬉1譲輩議の直接窪｝な送琵定性ではなく，反省され。た規建縫三re簸ec額rte鼓｝st量盤窪監｝総敢である」　（G罫．

D．欝5，M．鴛§～蹄。ヘーゲルは試論運単離紅おける本質i鍮め憂欝蔑定について，露有の飽考についての

べている。r薄堂襲係のうちで垂‡，藝灘されたものは，霞己紅鱒してたんにある絶考をもつのではなく，農

己に露壱の飽者をもっている。……講者は構互に本質魏な縫孫のうち紅あ触，講者のうちの一方は，それが

鼈煮を嚢己から舞除し，そしてまさにそのことによって飽方に聡保するかぎり紅おいてのみ存役する」　（熱鑓緩，

S＆瓢生麩。｝生e　Wer藍e，VOR　G罫oc藍蟹まr，i襲34，B透、8，S．279ン　。

鐸　貨整の形態と貴全農

　商品の交換極値が磐在し，一つの特殊な商品に貨幣という規定を与えるということをマルクスは

瞬らかにしたうえで，これまで塗象されてぎた貨瞥の地位勘に立つ晦贔について検討している。

すなわち貴金羅が貨警の地位に立つのはなぜかを問題にしているα貨轄は申しあわせや人々の覇優

のための発明ではなく，交換過程における薦品本性により形絞されたものであるから，交換の籟繧

と取引の拡大につれ，あるいは取引される購贔種類の増熱により，ぎわめて多様な，とぎには多か

れ少なかれ不適当な商贔が，かわるぶわる貨瞥商品としての地建を占めてぎた。晦贔流通の低い段

隣においては，最も…駿的な硬鴛懸纏をもつ商品　　穀物，毛度，家蓋，干魚等潜貨幣商贔となり，

商贔流通の発展につれ，硬罵徳纏として構いられることの少ない貴金羅が一般的等懸の地種を占め

た。マルクスは，このような等繕形態における鷲殊な貨幣繭贔の素材的形態を捨象し，交換極蓬の

一般的形態が貨幣に縁かならないことを看取した。商品流通の中で，次々と発生する貨幣臨贔の特

殊形態をはぎとり，一般的な交換極値の形態として貨幣をとりあげ，分極してきた。

　　　「経済学者は，金銀を，あ重冷光のはえない諸薩贔とすむかえ，かつては商贔等極の役割を

　　演じたことのある一切の選総商品の鐸録をつね紀新たな満尾をもってのろのろと蔑みあげるこ

　　とによって，金銀の神秘的を説窮しさろうとする」　（K．董，S63〔73〕〉。生産関係の達縫に

　　よってではなくて，金銀の特殊的な素材的羅性によって，貨幣の本質規定を与える考え方を退

　　けてきたが，貨警の基本的な規定が瞬らかになってはじめて，この第二義的な開題紅ついて述

　　べている。貨幣の地位に貴金属が立つのはなぜかを論じている。貨幣商贔となる特殊な硬鱗懸

　　鐙（素材的性質〉　　永続性，不変性，不可分雌性，可分雌性，再合成の可能性，わずかの髄
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　　値のうちに多くの憾鐙を含んでいること，容易な運毅の可饒性，歴史的に畢くから知られた金

　　属，稀少性，はっきりと見分けのつ重く金属，　　のゆえに貴金属が貨幣商品紅妥当なものとし

　　て登場するii＼Vg豊．，磁．D．9ト羅，麓．獅磁欝。

　　　「〈金銀は生哀れながらに貨鶴ではないが，貨瞥は生まれな潜ら紅金銀である〉ということ

　　は，金銀の麹然的属性が貨瞥の諸機能と適合していることを示すQ…一金見本が瞬じ均質な働

　　質・…一極薩の大ぎさの区響彗は纏粋に量的なものであるから，貨幣商品は練粋に量的な区鍵ので

　　ぎるもの，つ窟り任意紅分割でぎてその譲藻分がふたたび合成でぎるものでなければならない。

　　ところが，金銀は，生まれながらにこうした諸属性を具えている。」　（K、i，S．95〔欝虜）。

　金銀以外の饒の貴金霧については1，　霞麟白金は色がない，稀少すぎるひ（2／i水銀は液状を塁し，蒸

発しやすく，蒸気は有毒である」　（Gr．D、92，簸．驚8～9〉。

　マルクスはシ晦贔の交換緬纏から貨幣がい力痔こ形絞1されるかという開題とラ貴金属が貨幣の地縫

を占めるのはなぜかという問題とをげんみつに区駕した。前1者は貨幣の本質は鋳かにかかわる開題

であり，後者は貨幣の形態紅かんする開題だからであるGこの講者を区熨したうえで，貨整の革質

から貨幣の一般的形態を，形態のうち筆懸物としての貴金属の地縫をとりあげている。私的霧海と

祇会的分業という生産縫係をその童蒙にして，貨瞥の廃艦や貨幣形態の変憂（金，銀，銀行券一

労欝貨幣〉を主張する講者に韓する反駁の必要から生じた欝究が，織果として貨幣還講を鶴緻にし

たのである。

i麟種々の貨整漉贔から一般醜等嚢物という類機念を錘象するという方法は，　蓼誓学の貧麗蓋の中にすで紅確

　立され．ている「ひとたび，貨響警の必然韓三を認めてしまえば，開題としてあと拳こ残るの濾ただ，なぜこの特蘇

　な機能が楚のすべての藤贔に爆羅されないで，金と銀とに帰暴されるのか，その蓬懸を説嘆ずることだけで

　ある。それはもはや，生産欝孫の連鍵によっては説曝されず，金銀の鷲殊的な素舞欝諺羅性によって説窮さ

　れる第二義的な矯題である」　（We癒e，B6．塁，S．欝鶴。

玉i〉　「葭憂贔交差爽オζその蒙ったく地方褻｝な錘芝堺・を玄踊浸む一・…鉱がって痛くにつれて，貨鬱憂多懸垂ま，盤三まれながら

　紅一般的等麺という後会朗機能に適する商品のうえに，貴金羅のうえに，移ってゆく」　（K．磁、1，S．§5〔欝壌．

　V霧翌、Kぎ．Weぎ藪e，3｛垂．i3，SS．35～6，区．　圭s愈A駐登、783〉　。

翠　貨瞥の諸形態規定

蕩贔の交換鱗動略貨幣がいかに形成されてくるか力輪じられたi2／後，醗済学欝藤織

「貨幣の章」後半藻分において，商品流通と貨幣流通との縫係潜とりあげられ，藤贔流通の発農に

ともなう貨幣の諸形態規定が解瞬される。　匿経済学概舞遜や匿資本論塞では「貨幣または単純流通」，

r貨幣または商品流通」に．あたるところの，いわゆるヂ貨幣の諸機能諜紅該当する内容が論遠され

る。商品流通の中で受けとる貨幣の蔑定として，（a緬値尺度，勧流通手段，勧貨幣蓄蔵，傭支払手

段，艶麗界鋳貨・世罪貨幣搭とむあげられており，　揮経済学畿享鑓や蓼資本論遍において，いっそ

う繕緻に種上げられてゆく考え方の基本的なものがちりばめられている。もちろん，文章のパラグ

ラフからパラグラフヘの論運的，歴史的な連醜や蘇絡は綿密にはえがかれていない。貨幣の形態規

定の講遮の中にその革質燭定が含叢れ，引網文が入りこんでいる。叙述は段片的であ弩，賠承的・
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記録的である。多くの著述や資料からの雛罵文だあ鯵，長い譲述があるかと思えぱ簡単な記遠があ

り，前後関係も統一されていない。しかし，極魑尺度と流通手段との縫係，流通の車懸，否定とし

ての蓄蔵貨幣，蕎贔流通の特殊形態としての支払手段の幾是等謬経済学畿辛鞭や野資本譲盤でみら

れる基本的な蔑定は蓼経済学幾鞠要綱磨貨幣の章のこの後半藻分に包含されていることは漉馨に髄

するといってよい⑪

董　簸値尺度としての貨幣

　緬魑幾度，藏通手段，蓄蔵貨幣をi論じるにあたっては，商品流通藩法が鯵，流動釣であり，それ

解被会の全表面に及んでおり，一…つの総体を形成しているということが蔚提である。かんたんにい

えば，海晶変換がくりかえし行われ，広範露に及んでいることである。　「流通の本質的な規定は，

それが諸変換癒纏を，しかも諸極格として規定された諸交換緬纏を流通させることである。誌　（Gr．

D．蟹）5，M．ii8〉　。

　海贔の流通紅おいては，商贔は懸格をもって登場する。つ蓑りA臨贔の徳髄を飽のB薩藻の一定

量で表現することに，そのA商品の轟然麟な形態とは異った懸格性格を暮商贔紅おいて表現するこ

と，このことによりBはA謹品の懸纏の尺度となる。　「蕎贔を交換極魑として推定するためには，

一つの蝶介が必要である。それゆえ貨瞥において，変換緬纏綜灘のあるものとして溝最紅鱒宣して

いる◎貨瞥として措定された繭贔であってこそ，はじめて纏粋な交換緬値としての蕎晶である」

（Gr．D、鎗3，醸．蓑轡。　「癒格においては，一定分量の貨幣：として表わされている。緬絡におい

ては，第一垂こ，あらゆる交換癒魑の統一性としてあらわれ，第二に，単位としてあらわれる。……

あらゆる交換懸麺の量的規定性は……貨幣との箆較を通じて表現されることになる。したがってこ

のばあい，貨難は諸交換懸魑の尺綾として，そして諸徳搭は貨警を尺褻として灘られた諸交換緬魑

として，搭建：されている。貨幣が諸癒格の尺護である」　（（誌．P．総連，簸、i2蓼／o

　懸絶尺度としての貨幣は「商品が貨警として表象v鍵齢s総翫される一規定3　（i饒虜，　「錘格

において観念的鯉eel至に推定されている1（lb童心も6）であ疹，計算されるもび）（額ぶみ，付け纏，

賃料，綾務や在庫品の見積諺，支払勘定，簿記，予算等〉である。　「尺度としては貨幣1はつねに計

算貨繋として役立つ」　（Gr．P．欝5，麟、鴛葺。癒纏尺度としての貨警は商品の癒纏をその緬格形

態に転化させるにさいしての，金の嬢介的機能であるぶ，その機能は観念的なものであって，計算

貨警である。その場合には一つの基準盤度量標準を定めなければ，比較するための縄一単位をもち

えないであろう。r貨幣による計算の操作は，物質的な諸量の姥較のばあいに，重量漢優罵される

のと似ている。一一重量尺度と癒魑尺度とは疑じ名称である」（Gr．D．i§7，簾．i22〉というシス

モソディからの引網文において度量攣位の指摘はみられるが，　露資本論選にみられるような緬格の

護量基準にかんする明確な規定嫁『経済学撹鞭要綱遜では，懸片的（Gr．D．68§，685～6〉紅みら

れ．るにすぎない。
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2　流　通　手　段

　窪経済学幾鵯雲や配資本講雲における流通手段は，（一癖贔の変態．⇔貨警の流通，馨）鋳貨・癒鐘

章繧の三つの項目からなりたってお弩，その中でも野蕎晶の変態まに力がそそがれている。流通手

段の分析を講贔の形態変換または変態の灘面から掘握しょうとしたからである。「われわれは，全

週程を形態の鰹面から，すなわち，縫会的な質料変換を蝶介する諸藤贔の形態変換豪たは変態のみ

を，考察しなければならない」　（K、i，S．欝9〔i欝3〉。

　郵経済学撹覇要綱選における流通手段の規定は諸商品懸路を実現することによってえられる規定

としてとらえられており，貨警の流通については，流通紅必要な賃量の規定があたえられている程

度であり，漉過手段としての貨幣の瞬過性に基礎をもつ懸纏章標についても，断片的にふれられて

いるにすぎない玉3〉。

　　　「流通では貨繋はただ諸緬格を実現すること紅すぎない……α癒賂はまずなによむも観念鶴

　　規定として現れるが，しかし嚢品と交換された貨幣は，商贔の実饗された極格，その饗実的緬

　　格である」　（GL　D．登3，灘．i28〉。

　　　ド交換懸盤が，癒格の影で観念的に貨幣に転化されるならば，それは変換においては，購買

　　と駁売においては，現実に貨幣に転化され，貨幣と変換されて，貨幣として次いでふたたび商

　　贔ととりかえられる。……藷晶はあらかじめ観念的に貨幣に転化されたのちに，…一はじめて

　　貨幣と現実に交換され，現実の貨幣に転化される。したがって懸趨は，その実現がどれほど貨

　　幣1流遜の繕集としてあらわれても，貨幣流通の前提なのである」　（G誓．○．欝8，M．捻3〉。

　癒麓尺護と流通手段としての貨幣1との薮磯を嘆海にしたうえで，鱗格＝饒念的な貨瞥量を実現す

るものという講者の関係をはつぎ勢させ，流通手段としての貨鵜は蕎贔癒格を実現することによっ

て与えられ，それ渉商品緬怒を規定するのではないことを示したのである。匿経済学翫覇要綱遜に

おいては，ヒュームや夢カードの貨幣数量説教舞が強く意識されてお警，簸纏章標に聞する規定：は

ぜ経済学規辛鞭の執筆中に完成されてぎたと考えられるのである。

3　貨　　幣一蓄蔵貨幣

　晦贔の形態変換が中断され，鞭売がそれにつづく購買紅よって補足されなくなることによって，

貨幣が不動化される。このような貨轄を蓄蔵貨幣とよばれている。流通手段の場合には，騨一Gの

あとにG－Wがつづぎ，貨幣は過程を嫁i介する瞬過的な存在に．す’ぎないが，蓄蔵貨幣の場合に，は，

W－GはG－Wによって補建されず，薇贔緬格を実現した貨幣は臨贔の購買にむかわないで流通か

ら騰落する。貨幣は晦贔流通の蝶介的，流動的季瞬邊的な契機においてではなく，流通の結最的産

物として，流通の流れの中齪，購定的な契機において存在する。それは運動においてではなく静比

において，董舞納，縫起的な流れ紅おいてではなく，　「蜜の詮会的性格の自立免した化身」＝「窟

の絶薄的な存在」として掘握される．蕎品懸格を実現した貨幣が流通するか，あるいは流通を中駈

させ，そこから脱落するか，という意鎌では，流通手段と蓄蔵貨轄は舞立するのである。さらに持

手からどんどん遠ざかっていくという意味では，流通手段としての貨幣は，瞬過納，象徴的である
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が，　r一一般的竃」＝「露の絶鰐的な性格」として致蜜の薄象，致竃欲の原譲なすという意株では，

蓄蔵貨幣は羅定的，現鞠的であるα

　　　「貨警は〈すべてのものの覆抵〉であ鯵，そこでは蕎贔のもつ特殊的性格は構えうせている。

　　つまり，貨幣とは，薩贔量界において憲が撚激し，分散していることとは，韓照艶な，簡潔な

　　要約としての一般的な憲である。薦贔が憲の特殊的な一契機として現われるが，これ紅耕して，

　　金と銀においては，一般的な富それ欝体が特殊的物質紅集約されたものとしてあらわれる」

　　　（Gr．D．i鍵～2，簸．懇5）。

　貨幣は商品の癒格を実現することによって一般的等無筋＝癒魑一般麟直接交換可能性の形態を受

けとるから，蓄蔵貨幣：は「竃の一般的形態藩　「一般的働質的代表物」という地位を占める。　「貨幣

は，（一縷現された簸馨であ鯵，どんな特殊性に耕しても重ったく無関心に，どんな欲望の短象とで

も交換されるかぎ鯵では，どんな欲望をも藏たすである」　（Gr．D．欝2，厳．難5〉。

　貨鶴が交換懸纏の自立した縫輯的形態瓢r富の一般的形態」＝r窟の総体性感として登場するに

つれ，諸藩贔の支醗者となる。　5貨幣は諸晦贔グ）天蟹的存在をあらわしてお諺，諸藏品は貨警の現

量的存在をあらわしている」　（Gで．D、欝3，継．聾6〉。金銀が轟然発生的に紬象的鮭会綿密として

登場してくれれば，それは致富欲の推進的動機を形蔵する。蜜の絶鰐的形態としての金銀は，その

美的性質を瀦矯して，窟の誇示手段となる。碁会の発展の低い段賠では，量的な麟陰性と質的な無

陰性により，致富欲の繋象であるばかりでなく，さらに．致蜜欲の漂泉となり，人々をシジフォス的

労鮮紅かりたて，禁欲，節約，各藩紅おいやるのである。　「貨幣は致富欲の一つの鰐象であるばか

弓ではなく，致意欲の像かならぬ韓象なのである。一一貨幣は致意欲の瞬象であるばかりでなく，

瞬時に致竃欲の源泉でもある」　（Gr．P、露3，M、M6～7〉。

　蓄蔵貨警は致富歓の麟象であると講時に致竃欲の源泉となることによって，窪己欝的とな鯵，そ

れ自体で衰亡化する〃）である。

至2〉簸纏尺度，流選手段，蓄蔵貨瞥等の諸嬢定を，マルクスは，貨瞥分機籠それ察躰に含まれている内縛矛麟

　の護雛として講じたのではなかった。臨贔漉遜の発展の中で受けとる形態の幾定として掘握した，　疹経済学

　髭筆薙第二章「貨警または暈縫流通］の奮えがぎ菰あたるところで，貨瞥が姦贔そ跨ものから発症するとい

　う遷解のもとで，rなお瞬題となる餌ま，貨驚の霧有の形態競走娃を縫粋に甕握することだけだ」（Wer艶，

　B6，i3S．淫鱗とマルクスはのべているが，貨繋の発竺の必然性を藏贔から一晦鑛の交換癒纏の展舗から

　一説いた後紐，薩贔流通から貨繋の種々の形態規定盤を与えようとした。このいみではζ経済学幾趨要綱書

　も瞬じ立場に立っていた。

　　ヂ貨幣の滅遜C量rc雛磁沁η又は通流LJ薙｝捻纏は繭品の反鰐方自の流通蛮たは，遠流尋こ韓慰している」　（Gr．

　○．欝董，M、慕7）。　「貨整が藏贔のための流通め牽輪であるなら，藤熱線講じく貨警のための流通の牽輪で

　あることだけξま，最勧から瞬らかである。貨幣が羨至鑛を流通させるとぎ，商贔は貨警を流通させる。だから

　嚢贔の灘逓と貨瞥の流通とは穏互に鱗約しあっている、1（Gダ．D．臆2，M．簸鶉。

　　「貨瞥の諸盤質，鰐癌贔交換の尺度としての，／2渡1換手段としての，／3薦贔の代表笏としての（したがっ

　て契約の鰐象としての／，／毒特殊な薦贔とならぶ一般誌な藤贔としての，これらはすべて，藏贔察舞からき

　鱗よなされた薄象髭された交換懸纏という貨警の規定から攣縄延鐡てくる」　（GL至〉蔭4，擁．8麟。このよ

　うに，商贔と貨幣とを縫孫させなぷら，商贔流通の中における貨警の形態規定を与えることは，マルクス貨

　幣論恐独窪の方法であると思われるむ

王3〉籍鰒毒繧に鑓もて，　匿経済学幾輝要綱盤の串で全くふれていないのではない。　「流通手段の形態において

　措定された貨鶴韓，鋳貨である。鋳貨としては，貨幣隷その硬灘盤縫それ濤捧をすでに失っている。……貨
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鶴は鋳貨においてはやは吟，ただの章漂Zel蕊eRであるにすぎないのであって，その舞舞に薄しては無縫

庵〉である」　（Gr．　翌）．i37，　麓．i5（妻）　vg翌．　r｝．695～6．　D．698～9．

w　む　　す　　び

　以上みてぎたように，マルクス貨幣論の大ぎな特鍛嫁，商品生産者たちの行動とそれにもとづて

い生じる貨幣現象を醗究して，その本質を究隣することであり，さらにそれに完成形態を与えるこ

とであった。無から有をつくりだす’のではない。複雑多様紅存在し，たえず変化する貨轄運動の過

程を醗究し，その諸現象を支蔑する法難を発見するとともに，系統的，全癒的に分摂し，総合し，

そこからある主要な覆果縫係，耀互作霧，決定的なものを楚握すること，そして一つの形態から勉

の形態への，一つの秩淳から飽の秩淳への関連を，緬纏欝係の展醗の必然性でもって証暖し，ばら

ばらにみえる諸現象を再購威して完全な姿において叙述することである。こうして貨幣の本質，貨

整の形態および貨幣の運動瓢諸機能のあいだの内的必然的な麗係を発見することであった。

　ゼ経済学幾覇要綱邊の貨幣の章は，諭達的に体系化されて叙述されておらず，懸片的，記録的

（メモ的〉であ参，くりかえしが多く，センテンスからセソテソスヘの関連も整理されていない。

しかし全体的にみれば，上遠のマルクス貨幣論の特籔が力強く形歳されつつあることがわかるので

ある。
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